(第 1 版 ) 


第 1 版 


令 和 2 年 7 月 


岩手 県 議会 事務 局所 管 公共 施設 個別 施設 計画 (第 1 版 ) 








目 次 
ee 1 
(| 1 
0 2 
CO 2 
2 3 
(1) 基本 的 な 取組 事項 3 
2 0 De Es 3 
3 対象 施設 の 現状 把握 3 
(1) 所管 施 設 の 概況 3 
(の 7 所管 施 謀 の 老 化 告 の 状 各 oe 3 
4 対象 施設 の 存廃 の 方 向 性 4 
(人 4 
(2Y Jee I OO ee a 5 
5 施 设 O 长 寿命 化 上 和 经费 负 担 O 平 玲 化 世 向 涩 产 取 和 组 . 8 
人 8 
(2) 施設 の 目標 使用 年 数 8 
6 長寿 稚 北 対 東 の 内 容 さ 実施 有 時期 oe 9 
(让 硬 期 间 昌 必 自 朵 有 对 梨 罗 方 同 性 9 
(2) 計画 期間 中 に お ける 対策 の 内 容 と 実施 時 期 ....................-. 9 





(9) SR lb 9 


] 


は じ め に 


(1) 目的 


岩手 県 で は 、 高 度 成長 期 か ら 昭 和 50 年 代 を 中 心 に 、 社 会 情勢 や 県 民 ニ ー 
ズ の 変化 に 対応 し て 、 数 多く の 公共 施設 等 を 建設 し 、 各 種 の 公共 サー ビス 
を 提供 し て きた が 、 現在 、 こ れ ら 公共 施設 等 の 老朽 化 が 進ん で お り 、 今後 、 
犬 量 に 大 規模 修繕 ・ 更 新 の 時 期 を 迎え 、 多 額 の 経費 が 必要 と な る こと が 見 
込ま れれ で て いる 
人 口 減少 ・ 少 子 高齢 化 の 進行 等 に より 、 公共 施設 等 の 利用 需要 も 大 きく 変 
化し つつ あり 、 ま た 、 財政 面 で は 、 将 来 的 な 税収 の 減少 、 社 会 保障 関係 費 等 
の 増加 な ど に より 、 今後 と も 茂 し い 財政 状況 が 続く も の と 見 込ま れ て いる 。 

こう し た 状況 を 踏ま え 、 早急 に 公共 施設 等 の 全体 状況 を 把握 し 、 計画 的 な 
更新 や 長寿 命 化 、 施 設 配置 の 最適 化 に より 、 財 政 負 担 の 軽減 、 標 準 化 を 図る 
な ど 長 期 的 な 視点 に 立っ た 公共 施設 マネ ジメント を 策定 する た め 、 県 で は 平 
成 28 年 3 月 に 「 崖 手 県 公共 施設 等 総合 管理 計画 (以下 「 県 総合 管理 計画 」 と 
MO の 0 1 

県 総合 管理 計画 で は 、「 コ スト 縮減 ・ 財 政 負 担 の 平準 化 」、「 施 設 規模 ・ 配 
直 ・ 機 能 等 の 適正 化 」、「 安 全 ・ 安 心 の 確保 」 の 3 つの 基本 方 針 を 柱 と し 、7 
つの 具体 的 な 取組 方 針 に 基づき 、 本 県 の 公共 施設 等 の 総合 的 か つ 計 画 的 な マ 
ネジ メン ト を 推進 する こと と し て いる 。 

岩手 県 議会 事務 局所 管 公共 施設 個別 施設 計画 は 、 岩 手 県 議会 事務 局 が 所 管 
する 公共 施設 の 状況 を 把握 し 、 長期 的 な 視点 を も っ て 、 更 新 、 長 寿命 化 な ど 
を 計画 的 に 行い 、 所 管 す る 公共 施設 に 係る 具体 の 対応 方 針 を 定め る 計画 と し 
て 位置 付け る も の で ある 。 








画 本 県 に お ける 個別 施設 計画 の 位置 付け 画 





イン フラ 長寿 命 化 基 本 計画 (イン フラ 老朽 化 対策 の 推進 に 関す る 関係 省庁 連絡 会 議 H25. 11) 


行動 国 省庁 






































庁舎 等 、 県 営 住宅 、 学 校 施 設 な ど 
道路 、 河 川 管理 施設 、 下 水道 な ど 





県 立 病 院 等 事業 施設 、 電気 事業 施設 な ど 


(2) 対象 施設 
右手 県 議会 事務 局 が 所 管 す る 以下 に 掲げ る 建築 面積 100 mm 以上 の 行政 財 
産 に 分 類 さ れる 公共 施設 を 対象 と する 。 
・ 庁 舎 等 宿泊 施設 1 棟 2.401.26 mi (岩手 県 議会 議員 会 館 ) 
【 施 設 概要 】 
職員 会 人 


_ 都市 計画 」 、 
都市 計画 区 域 区 域内 防火 地域 | 防火 地域 | 用 途 地域 | 商業 地域 


建生 而 于 床 面 和 








中 眉 部 


电子 交换 机 

拡声 設備 (構内 放送 設備 ) 、 出 退 表 示 装 置 、T V 共 同 受 信 設 備 
乗用 EV 

局所 着 局 カス (エア コン ) 


機器 : 鋼 製 ボイラ ー、 燃 料 : 重油 





加 圧 送水 方 式 : 公共 水道 、 揚 水 ポ ンプ : タン ク (FR P 製 ) 


公共 下水 道 
中 央 式 (ボイラ ー) 、 暖 房 ボ イラ ー を 兼用 
屋内 消火栓 

実施 時 期 : 分 和 2 年 1 月 


点検 結末 : A 判定 


定期 点検 の 実施 状況 





(3) 計画 期間 
令 和 2 年度 ~ 令 和 6 年 度 と する 。 


2 岩手 県 の 基本 的 な 取組 方 針 
(1) 基本 的 な 取組 事項 
建築 基準 法 に 基づく 定期 点検 の 実施 等 に より 、 施 設 利 用 者 等 の 安全 ・ 安 
心 の 確保 に 努め る 。 
今後 は 、 老 朽 化 に 伴う 維持 党 理 や 修繕 、 更 新 等 に 要する 経費 の 増大 が 懸 
令 さ れる こと か ら 、 施 設 の 利用 状況 や 需要 の 変化 等 を 見 据え た 施設 規模 ・ 
総量 等 の 適正 化 を 図る と と も に 、 計 画 的 な 維持 管理 ・ 長 寿命 化 を 推進 する 。 


= 


(2) 重点 的 な 取組 事項 
① 施設 保有 の 最適 化 に 向け た 取組 
社会 情勢 の 変化 に 対応 し 、 稼 小 可能 な 機能 の 純 合 廃止 に つい て 検討 
する な ど 、 情 勢 の 変化 に 合わ せ た 施 設 保有 の 最適 化 に 向け て 取り 組む 。 
施設 保有 の 最適 化 の 検 対 にあたって は 、 計 画 的 な 公共 施 8 設 マ ネジ メン ト 
に 取り 組む 市 町 村 や 類似 サー ビス を 提供 する 民間 事業 者 と の 役割 分 担 や 
連携 に つい て も 検討 する 。 


② 施設 の 長寿 命 化 と 経費 負担 の 平準 化 に 向け た 取組 

建物 性 能 ・ 劣 化 度 な ど 老 朽 化 の 状況 や 利用 状況 な ど を 総合 的 に 勘案 し 
、 計 画 的 に 長寿 命 化 を 実施 する 。 

計画 的 な 維持 管理 と 長寿 命 化 の 推進 に より 、 公 共 施 設 の 維持 管理 や 修繕 
更新 等 に 係る 中 長期 的 な が コス ト の 縮減 ・ pipiens 


?3 


We 


③ 施設 利用 者 等 の 安全 ・ 安 心 の 確保 に 向け た 取組 

定期 ・ 日 常 的 な 県 検 、 診 断 結 果 を 受け た 適時 適切 な 修繕 に より 、 公 共 
施設 に 求め られ る 機能 を 維持 ・ 強 化し 、 ep 人 安心 の 確保 
に 取り 組む 。 


3 対象 施設 の 現状 把握 
(1) 所 管 施設 の 概況 
1 (2) に 記載 の 施設 に つい て 、 岩手 県 公共 施設 個別 施設 計画 策定 指針 ( 平 
成 29 年 3 月 。 以 下 「 県 指針 」 と いう 。) に 基づき 、 対 象 施設 の 建物 、 電 気 ・ 
機械 設備 等 の 概要 や 定期 点検 の 実施 状況 等 に つい て 確認 を 行っ た 。 


(2) ”所 管 施 i i 
所 管 施設 に お ける 老朽 化 等 i 劣化 度 調査 等 の 実施 状況 や 定期 点 
検 の 実施 、 PR に より 確認 し 検討 を 行う 。 


4 対象 施設 の 存廃 の 方 向 性 
建物 性 能 、 劣 化 度 な どの 老朽 化 の 状況 や 利用 状況 及び 施設 存続 の 必要 性 を 
総合 的 に 勘案 し 、 施 設 の 長寿 命 化 を 図り つつ 、 県 が 保有 し 行政 サー ビス を 提 
供する こと が 適当 な 施設 で ある か 検討 を 行う 。 





(1) 施設 存廃 判断 の 考え 方 
① 施設 の 方 向 性 の 分 類 分 け 
まず 、 建物 性 能 と 利用 状況 の 2 軸 評 価 に より 、 長 寿命 化 等 の 対策 を 行う 
施設 ( 棟 ) と 転用 ・ 復 合 化 、 用 途 廃止 な ど 新 た な 利 活用 に 向け て 検討 する 施 
設 に 分 類する 。 


【 施 設 の 分 類 分 け の 概念 図 】 


建物 性 能 (高 ) 






建物 性 能 は 高く 、 施 設 の 大 き な 改 修 は 不要 
だ が 、 利 用 状況 が 低調 
転用 ・ 和 複合 化 な どの 利 活用 を 検討 
ラ 活 用 が 見 込め な い 場 合 は 用 途 廃 止 (売却 、 
譲渡 等 ) も 検討 






建物 性 能 は 高く 、 施 設 の 大 き な 改 修 は 不 
要 。 利用 状況 も 好調 。 
人 計画 的 な 維持 管理 に より 、 当 該 施設 
( 棟 ) で の 行政 サー ビス を 維持 


3 転用 ・ 複 合 化 || 1 维持 管理 


4 用 途 廃 止 2 修繕 ・ 改 修 


建物 性 能 は 低く 、 施 設 の 大 き な 改 修 が 
必要 だ が 、 利 用 状況 は 好調 。 
ラ 計 画 的 な 大 規模 改修 等 に より 長寿 命 
化 を 図り 、 当 該 施 設 ( 棟 ) で の 行政 サー 
ビス を 維持 


















建物 性 能 は 低く 、 施 設 の 大 き な 改 修 が 必要 
だ が 、 利 用 状況 は 低調 。 
一 用 途 麻 止 (売却 、 譲 渡 等 ) を 検討 
倒 更 に 2 次 評価 の 結果 も 踏ま る え 、 維 持 す る 
必要 が ある 場合 は 、 修 繕 改修 も 検討 



























建物 性 能 ( 低 ) 


② 施設 の 必要 性 の 判断 
上 記 の 分 類 分 け の 結果 を も と に 、 代 奪え サー ビス 提供 の 可 合 や 施設 存続 
の 必要 性 等 を 総合 的 に 判断 する 。 





(2) 施設 存廃 判断 の 結果 
① 施設 の 方 向 性 の 分 類 分 け 
分 類 分 け の 手法 に より 分 類 し た 結果 、 議員 会 館 は 建物 性 能 、 利用 状況 と 
も 中 と な り 、 この 概念 図 で は 明確 に 分 類 分 け で き な い 。 この た め ② 施 設 の 
必要 性 を 考慮 し 、 施 設 の 方 向 性 を 決め る こと と する 。 
分 類 結果 評価 内 容 
建物 性 能 : 中 建築 年 代 : C 類 
築 55 年 経過 (1964 年 建築 ) ) 
劣化 度 : A 判定 
(日 常 点検 結果 : A 判定 ) 
利用 状況 : 中 利用 率 
H28 年 度 : 41. 17% 
H29 年 度 : 41.76% 
H30 年 度 : 41.67% 
H 元 年 度 : 40.74% 
※ 利 用 率 王 (利用 者 = (日 数 X 室 数 )) X100 





【 参 考 】 建 物性 能 の 評価 
右手 県 公共 施設 点検 マニ ュ ア ル に 定め る 日 常 点検 チェ ッ ク シ ー ト に よる 「 簡 協 劣 化 
度 診断 の 結果 」 と 「 和 建築 年 代 (経過 年 数 )」 を 組み 合わ せ て 、 そ の 高低 を 評価 する 。 





【 建 物性 能 総合 評価 (簡易 劣化 度 診断 結果 と 建築 年 代 の マト リク ス 評 価 ) 】 


新 一 一 建筑 年 代 (経過 年 数 ) | 





建物 性 能 低 十 | 建物 性 能 低 


【 建 築 年 代 (経過 年 数 ) に よる 分 類 】 
建物 性 能 
高 ( 新 ) A 類 築 基準 法 の 新 耐震 基準 (昭和 56 年 6 月 施行 ) 
※ 耐 震 改 修 | 1981 (S56) 年 ~ 新 基 準 施行 後に 建築 確認 を 受け た 施設 ( 棟 ) 及び 耐震 改 
済み 建物 含 修 済み の 施設 ( 棟 ) に つい て は 、 長期 的 な 使用 に 耐え うる 
も の と し て 「 建 物性 能 が 高い 」 と 評価 。 








中 B 類 減価 償却 資産 の 耐用 年 数 (経済 的 な 価値 に よる 耐用 年 数 ) 
策 50 年 未満 建物 の 経済 的 価値 に 着目 し 、R C 造 事務 所 用 途 の 法定 耐 


低 ( 旧 ) C 類 用 年 数 50 年 を 基本 に 、 超 過 し て いる も の は 全般 的 に 老朽 
策 51 年 以上 経過 化 ・ 設 備 面 に お いて も 陳腐 化し て いる も の と し て [建物 性 
能 中 高 低 | を 評価 。 





② 施設 の 必要 性 
ア 議員 会 館 は 、「 宿 泊 機能 」 の ほか 、「 執 務 室 機能 」 と 「 応 接 機 能 」 を 有 
し て お り 、 存 廃 の 検討 に あたっ て は 、 経 済 性 及び 効率 性 の み で は な く 、 
下記 を 踏ま えて 議論 すべ きも の と 考え る 。 
広い 県 土 を 有する 本 県 に お いて 、 議 会 活動 を 行う た め に は 、 長 期 の 
宿泊 を 行わ な けれ ば な ら な い 議 員 が 存在 する こと 。 (宿泊 機能 
議会 棟 に は 議員 個々 の 執務 環境 が 整備 され て いな いた め 、 議 員 執 務 
室 と し て の 機能 も 有する も の で ある こと 。 (執務 室 機 能 
議員 が 、 議 会 活動 の 中 で 県 民 や 他 の 議員 等 と の 意見 交換 ・ 調 査 研究 
等 を 行う 場 と な っ て いる こと 。 (応接 機能 


選 山 
EE 


イ 執務 室 機能 に つい て は 、 議事 堂 に は 執務 机 や 椅子 等 を 設置 する だ け の 
スペ ー ス が 無い 。 他 県 と 比較 し て も 一 人 当たり の スペ ー ス は 狭い こと か 
ら 、 議 員 会 館 に お ける 吉 務 機能 は 非常 に 重要 で ある 。 





北海 道 ・ 東 北 各 県 の 議会 醍 に お ける 議員 控室 等 の 状況 ( 令 和 2 年 6 月 調査 ) 


に 執務 室 
議員 数 ヽ I ノ . 2 
(1 人 当り :mi) 


| 岩手 県 | 48 人 | 7.23] 0| 個 々 に 事務 机 無し (議事堂 S40 年 ) 
個々 に 事務 机 有 り (議事 堂 R2 年 ) 
に 事務 机 有 り (時 期 不明 、 議 事 堂 S36 年 ) 


個々 に 事務 机 有 り (執務 用 机 、 イ ス H27.8 納入 。 


i 1 会 議 用 机 、 イ ス 時 期 不 明 、 議 事 堂 S35 年 ) 
| 宮城 県 | 59 人 | 22.26| 0| 個々 に 事務 机 有 り (時 期 S62 年 、 県 庁舎 日 元 ) 
執務 室 は 個室 (ブー ス ) (時 期 B5 年 増築 ) 
| 平均 | 57 人 | 324 | ) ) ) )、)、) WW 











ワ 応接 機能 に つい て は 、 議事 堂 内 の 応接 琶 と し て 使用 で きる 部 屋 が 、 議 
員 の 会 派 所 属 状 況 に よっ て は 無く な っ て し まい 、 議員 が 関係 者 等 と 打ち 
合わ せ 等 を する 際 の 適切 な 環境 が 整え られ て いな い 。 議員 会 館 は 常に 応 
接 室 3 室 が 使用 可能 な 状態 と な っ て お り 、 応接 機能 の 面 か ら も 必要 な 施 
設 で ある 。 


エ さら に 、 議 員 会 館 は 災害 時 議員 活動 拠点 と し て 位置 付け られ て お り 、 
執務 、 休 憩 、 現 地 調 査 を 行う 準備 の 場 と し て 活用 され る ほか 、 給 食 業務 
受託 者 に よる 食事 提供 が 可能 で あり 、 炎 害 時 に お ける 議会 の 円 滑 な 運営 
を 支援 する こと と な っ て いる 。 ま た 、 災 害 時 、 盛 岡市 内 の ホテ ル は 、 他 
県 か ら の 応援 職員 や 工事 業者 等 が 多数 宿泊 する こと が 予想 され 、 宿泊 場 
所 の 確保 が 容易 で は な く な る 可能 性 が 高い 。 災 害 時 に お ける 、 議 員 の 宿 
泊 機 能 を 確保 する た め に も 必要 な 施設 で ある 。 


③ まとめ 

議員 会 館 は 、 施 設 の 方 向 性 の 分 類 分 け で は 、 概 念 図 に よっ て 明確 に 分 
類 分 け す る こと が 難し か っ た 。 し か し 、 施 設 の 性 質 上 、「 転 用 ・ 複 合 化 」 
に は 該当 せ ず 、 ま た 、 和 建築 か ら 50 年 以上 経っ て いる こと か ら | 修繕 ・ 改 
修 」 か 「 用 途 廃止 」 の どちら か に 分 類 す べ き 施 設 で ある 。 

議員 会 館 は 、 上 記 ② の と お り 和 宿泊 機能 、 執 務 室 機能 、 応 接 機 能 を 有 し て 
お り 、 議 員 の 活動 を 支え る うえ で これ ら の 機能 は 必要 な も の で ある 。 特に 、 
執務 室 機能 に つい て は 議事 堂 内 に 満足 な 執務 環境 が 無く 、 仮に 現状 の 環境 
の まま 議員 会 館 を 廃止 し た 場合 、 議員 が 執務 を 行う 環境 が 無く な っ て し ま 
い 議 員 活 動 に 悪影響 を 与え る こと と な る 。 ま た 、 災 害 時 議員 活動 拠点 と し 
て 位置 付け られ て お り 、 施 設 存続 の 意義 は 大 きい 。 

規模 を 縮小 し た 施設 に 建て 替え る こと も 手段 の 一 つ だ が 、 県 庁舎 及び 議 
事 堂 の 建て 替え 計画 等 が 不明 で ある 中 で 、 建設 地 を 設定 する こと は 困難 で 
ある 。 ま た 、 議 事 堂 の 建て 替え の 際 に 執務 スペ ー ス が 拡充 され た 場合 、 議 
員 会 館 建 て 替え の 費用 が 無駄 に な っ て し まう こと も 想定 され る 。 

以上 の こと か ら 、 議 員 会 館 を | 修繕 ・ 改 修 」 に 分 類する こと と し 、 今後 
と も 必要 な 修繕 ・ 改 修 を 行い な が ら 、 施 設 を 維持 管理 する 。 














5 施設 の 長寿 命 化 と 経費 負担 の 平準 化 に 向け た 取組 
(1) 長寿 命 化 対策 の 概要 
建物 性 能 ・ 劣 化 度 な ど 老 朽 化 の 状況 や 利用 状況 な ど を 総合 的 に 勘案 
し 、 施 設 の 長寿 命 化 対策 を 計画 的 に 行う 。 


① 修繕 (更新) 
部 位 ・ 部 材 の 耐用 年 数 を 考慮 し て 定期 的 に 実施 する と と も に 、 発 注 
に あたっ て は 、 仮 設 コ スト の 縮減 や 工期 の 短縮 等 の た め 、 工 事 の 一 括 
発注 に つい て も 考慮 する 。 
【 目 標 修繕 (更新 ) 周期 】 


屋 上 防水 :外 壁 浴 装 駆 体 以外 の 建築 全般 屋上 防水 


空調 熱源 電気 設備 (機材 の み ) | 電気 設備 (機材 の み ) 
ポン プ 類 機械 設備 全般 機械 設備 全般 





② ユニ バー サル デザ イン 化 の 推進 
施設 利用 者 が 快適 に 利用 で きる よう 、 ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イン に 対応 し 
た 施設 の 整備 、 改 修 に 取り 組む 。 


③ 大 規模 修繕 (リノベーション ) 
仕 会 経済 情勢 の 変化 等 に より 高度 化す る 要求 性 能 に 対応 させ る 必要 
が ある 場合 は 、 適 切な 時 期 を 設定 し 効率 的 に 実施 する 。 


(2) 施設 の 目標 使用 年 数 
計画 的 な 長寿 命 化 対策 の 実施 を 前 提 と し て 、 日 本 建築 学会 に よる 鉄筋 
コン クリ ー ト 構造 体 の 総合 的 耐久 性 を 基 に 、 供 用 限界 期間 で ある 100 年 
に 設定 する 。 


6 長寿 命 化 等 対策 の 内 容 と 実施 時 期 
(1) 計画 期間 中 に お ける 対策 の 方 向 性 
① 地下 貯蔵 タン ク (オイ ル タ ン ク ) に つい て 
[危険 物 の 規制 に 関す る 規則 等 の 一 部 を 改正 する 省令 」 の 施行 に 伴 
い 、 令 和 4 年 11 月 まで に 内 面 の 腐食 を 防止 する コー ティ ング を 実施 す 
る 必要 が ある こと か ら 実 施す る 。 
② 自動 火災 報知 装置 、 非 常 警報 設備 機器 、 拡 声 器 具 に つい て 
これ ら の 機器 は 故障 の 都度 、 修 繕 に より 対応 し て きた が 、 最 近 は 老 
朽 化 に より 原因 不明 の 誤 作 動 が 発生 する 等 、 不 具合 が 発生 し て いる こ 
と か ら 更 新 工事 を 実施 する 。 施工 時 期 は 従前 の 例 に な らい 、 議 員 活 動 
の 妨げ に な ら な いよ 2 次 期 改選 期 ( 令 和 5 年 ) に 施工 する 。 
③ 給水 ポン プ 、 消 火 ポ ンプ に つい て 
蛇口 や 便器 の 水圧 が 弱い 箇所 が ある 等 、 不 具合 が 発生 し て いる こと 
か ら 更新 する 。 
④ その他 
議員 会 館 は 建設 か ら 50 年 以上 経過 し て お り 、 様 々 な 不具 合 が 発生 し 
て いる こと か ら 、 老 朽 化 の 状況 や 利用 状況 等 を 勘案 し な が ら 、 適 宜 維 
持 修繕 を 実施 し て いく 。 
な お 、 県 庁舎 及び 議事 堂 の 建て 替え 計画 に つい て も 、 適 時 情報 収集 
を 行い 、 今 後 の 動向 を 注視 し て いく 。 





(2) 計画 期間 中 に お ける 対策 の 内 容 と 実施 時 期 
老朽 化 の 状況 等 を 総合 的 に 勘案 し 、 下 表 の と お り 長 寿命 化 対策 を 計画 
的 に 行う 。 
計画 期間 (年度) 


等 に 基づく 維持 修繕 
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(3) 実施 期間 中 の 概算 経費 
27, 366 千 円 
※ あ くま で も 試算 の 一 例 と し て の 概算 額 で や る こと 。 
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